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一般共同研究（インキュベーション研究）

水質の地域多様性の探求：循環を基軸にした水管理に向けて

中野 孝教（総合地球環境学研究所　教授）

水管理問題は、水量から水質を含む問題へと変化してくる一方で、人間活動は地球規模で拡大している。地域にお

ける水環境を将来にわたって良好に維持して行くためには、水質へのグローバルな影響評価が重要になってきた。本

研究は水の質に特に注目し、水質の地域多様性をもたらす因果関係を明らかにする診断法やグローバル化を示す水質

指標を提案すると共に、研究者と地域住民両者の情報交流と能力開発を図り、地球規模の環境改変に対応しうる水管

理制度に必要な方法の整備を図ることを目的として実施された。この目的を達成するために、様々な地球化学的、安

定同位体手法を用いたトレーサビリティー診断法を開発した。この方法を愛媛県の西条市を適用し良好な結果を得た。

社会や自然環境は地域によって異なる。西条市の良質な水質の持続的な保全を図るために、同市と共同で地域の水管

理につながる水質モニタリングを開始した。

メソポタミア文明における王朝の交代と環境問題―特に農業生産を基礎として―

渡辺千香子（大阪学院短期大学　准教授）

地球研の共同研究者：佐藤洋一郎

メソポタミアにおける王朝の交代と環境変化の関係を総合的に考察する本研究では、シュメール語の文献資料から、

ウル第三王朝時代末期の歴史的展開と農業の危機について調べ、王朝の経済基盤が弱体化した要因のひとつに、土壌

の塩化があった可能性が指摘された。また初期の農耕と宗教の関係の解析のために、農耕の開始と前後して築かれた

新石器時代初期の遺跡について、考古学の立場から分析が加えられた。古環境の復元の手段として、既存の考古資料

や解析データの収集について検討し、中でも特に、粘土板文書の素材として使われている「粘土」の潜在的可能性に

着眼し、その分析方法とプロクシデータの効果的な解析の道筋をさぐるため、欧米の研究者の協力を得て、研究計画

を具体化した。
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研究推進センターは、地球研の基本理念に基づき、既存の学問分野の枠組みを超えた新たな視点を見出すための基

盤作りを行うことを目的に設けられ、人間文化研究機構の中期計画では、「地球環境学に関する情報の収集・分析、
成果の発信並びにこれらに関する研究を行うために研究推進センターを整備する」とされた。

研究推進センターの運営に関する重要な事項について審議するため、研究推進センター運営委員会が 2005年度に

連絡調整会議に設置され、この委員会のもとでセンターの研究活動を 2006年度から「推進プロジェクト」としてす

すめてきた。

2007年度は前年度に引き続き、次の 2本の「推進プロジェクト」をおこなった。

●学際研究の方法・成果を蓄積・再利用するための方法論の構築（リーダー：関野　樹）

「環境」に関連した学際研究の研究方法や研究成果を体系的に残し、次世代の研究の発想や研究計画に活かすため

の方法論を構築する。また、構築された方法論を運用するための基盤として、学際という研究手段がもつさまざまな

問題について検証を行い、構築された方法論が適用可能な範囲やその実効性について検討を加える。

●地球研の「発信」推進のための調査・研究（リーダー：斎藤清明）

地球研における学問研究の意味するところや研究成果を内外の研究者のみならず社会に発信し、理解してもらうに

はどうすればいいのかを調査・研究する。その手段や方法を検討し、「発信」戦略をはじめとする具体的な「発信の企画」
を示していく。

また、研究推進センターでは、「発信の企画」や「情報の提供」、「手段の提供」を活動の柱にして、地球研および「地

球環境学」への具体的な貢献を行った。

「発信の企画」は、地球研の研究活動の成果やその意味するところを広く伝えるための「発信」を企画するものである。

地球研フォーラムや地球研市民セミナー、地球研叢書、地球研ライブラリー、『地球研ニュース』（Humanity & Nature 

Newsletter）などの企画や実施、発行に関わった。

「情報の提供」は、研究に必要な情報をデータベースなどで研究プロジェクトはじめ所内外に提供するもので、各

種の情報の収集もおこなった。

「手段の提供」は、観測・分析機器の提供やその利用の高度化をめざすもので、実験施設の運営も担当した。

そして、10月 1日より、研究推進センターは研究推進戦略センターに改組された。戦略センターにおいては、地

球研のプログラム方式にもとづく研究プロジェクトを支援し、得られた成果を集積・発信し、さらに新たな研究を創
出するための戦略を策定する機能を担う。その機能を実現するために、戦略センターに「戦略策定部門」、「研究推進

部門」、「成果公開・広報部門」の 3部門を配置した。それぞれの部門には選任の部門長を置き、さらに部門ごとに実

働ブループとなるタスクフォースや編集室を配置され、タスクフォースの作業は戦略センターの専任スタッフのみな

らず、研究部と管理部の連携と協力のもとに行うことになった。

なお、改組後半年間（10月 1日～ 3月 31日）については、2008年度以降本格的に体制を始動させるための準備期

間とし、2007年度においては従来の研究推進センターとしての機能が維持された。

研究推進センター（研究推進戦略センター）の概要と活動
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1.国際シンポジウム
第 2回地球研国際シンポジウム（RIHN 2nd International Symposium）

地球研の本研究プロジェクト（3本）が 2008年 3月で終了するにあたり、地球研としての研究成果を広く世界に

発信するために、第 2回地球研国際シンポジウム「Asian Green Belt: Its Past, Present and the Future」を 2007年 10月 30日、

31日の両日にメルパルク京都にて開催した。詳細は下記のとおり。

Opening Address

TACHIMOTO, Narifumi, Director-General of RIHN

Introduction to the symposium 

YUMOTO, Takakazu, Chairperson of the organizing committee, RIHN 

Keynote Speech

・The Asian Green Belt and the origins and migrations of agricultural populations. 

 BELLWOOD, Peter (School of Archaeology and Anthropology, The Australian National University, Australia) 

・A role of Asian monsoon in Asian Green Belt 

 YASUNARI, Tetsuzo (Hydrospheric Atmospheric Research Center, Nagoya University, Japan)

Session 1 Biodiversity Changes and Land Use

・Forest plant species diversity of Far East related to human impacts

 STUTEK, Miroslav (Institute of Botany, Academy of Sciences of the Czech Republic, The CzechRepublic)

・Vegetational changes caused by human land use in Mongolia

 FUJITA, Noboru (Center for Ecological Research, Kyoto University, Japan)

・Biodiversity of insects in different human-impacted forests in Japan

 MAKINO, Shun’ich (National Research Institute of Forestry and Forest Products, Japan)

・Biodiversity modifi ed by human land use in tropical rain forests of Malaysia

 ABDUL Rahman Kassim & NUR Supardi (Forest Research Institute of Malaysia)

Session 2 Bio-resources and Indigenous Knowledge

・Hunting knowledge in boreal forests in Far East

 SASAKI, Shiro (MINPAKU, Japan)

・Characteristics of communities in forest uses in Korea

 YOU, Yen-Chang (Department of Forest Sciences, Seoul National University, Korea) 

・Forest policy and local practice in Thailand

 YOS, Santasombat (Social Science Institute, Chieng-Mai University, Thailand)

・Forest resource uses and indigenous knowledge of natives in Borneo

 ICHIKAWA, Masahiro (RIHN, Japan)

Session 3 Eco-politics and Conservation of the Asian Green Belt

・Eco-politics and nature conservation in Mongolia

 BATJARGAL , Zamba (The World Meteorological Organization, Mongolia)

・Effects on reforestation in the temperate climate region

 FUKUSHIMA, Yoshihiro (RIHN, Japan)

・Ecological management of water circumstances in China

 LIU, Changming (Institute of Geographical Science and Natural Resource Management, China)

研究成果の発信
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2．地球研フォーラム
「地球環境問題とは何か？」「総合地球環境学とはどういうものか？」「それでなにがわかるのか？」「地球環境問題

は将来どうなっていくのか？」「地球環境問題は解決できるのか？」このような疑問に答えるべく地球研フォーラム

では、地球研の理念、研究成果に基づき将来を見越した具体的な問題提起を行い、議論を促す。とくに「いわゆる地

球環境問題の根源は人間の文化の問題」という観点を重視する。

本年度は第 6回目を開催し、今日の食のグローバル化がもたらす問題提起と食をめぐる現在と未来について活発な

議論が行われた。詳細は下記のとおり。

第 6回地球研フォーラム「地球環境問題としての『食』」
日時：2007年 7月 7日（土）

会場：国立京都国際会館

＜プログラム＞

・所長挨拶　立本成文（総合地球環境学研究所長）
講演

・「人間にとってのおいしさ」　伏木　享（京都大学大学院農学研究科 教授）

・「日本人はなにを食べてきたか」　湯本貴和（総合地球環境学研究所 教授）

・「あなたの食卓ははいま」　佐藤洋一郎（総合地球環境学研究所 教授）

・「農業・漁業の持続可能性を問う」　嘉田良平（放送大学客員教授）
パネルディスカッション

伏木　享、湯本貴和、佐藤洋一郎、嘉田良平

司会：秋道智彌（総合地球環境学研究所 副所長・教授）

3．地球研市民セミナー
地球研の研究成果を広く一般市民に情報提供することを目的として、2004年 11月から始まったものであり、2007

年度においては本研究所の講演室またはハートピア京都にて次のとおり計 7回開催した。

地球研研究スタッフが講師となり、地球環境問題を具体例に則して分かりやすく解説し、会場から熱心な質問が毎

回寄せられている。

第 18回　2007年 4月 20日　　窪田順平（地球研准教授）

 「シルクロード～人と自然のせめぎあい」

第 19回　2007年 5月 25日　　梅津千恵子（地球研准教授）

 「途上国農村のレジリアンスを考える」　　　　

第 20回　2007年 9月 21日　小椋純一（京都精華大学教授）・湯本貴和（地球研教授）

 「鎮守の森は原始の照葉樹林の生き残りか？」

第 21回　2007年 10月 12日　　村松晃男（上賀茂神社権禰宜）・秋道智彌（地球研副所長・教授）

 「京都の世界遺産－上賀茂の杜からのメッセージ－」

第 22回　2007年 11月 9日　　阿部健一（京都大学准教授）・市川昌広（地球研准教授）

 「生き物にとって自然の森だけが大切なのか？－熱帯と温帯の里山－」

第 23回　2008年 2月 15日　石田紀郎（京都学園大学教授）・渡邉紹裕（地球研教授）

 「地域・地球の環境～市民の役割・研究者の責任」
第 24回 　2008年 3月 14日　木下鉄矢（地球研教授）・福嶌義宏（地球研教授）

 「黄河と河北平原の歴史」
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4．地球研地域セミナー
日本の地域ごとの環境と文化に関するさまざまな問題を、地球研の研究スタッフと地域の有識者が会し、地域の人々

とともに考え活発な議論を行う。2005年度より新たに始めたもので、第 3回目となる 2007年度は下記のとおり開催

した。

第 3回地球研地域セミナー「伊豆の、花と海。－伊東から考える地球環境－」

日時：2007年 9月 15日

会場：伊東市観光会館

主催：総合地球環境学研究所 

後援：静岡県／伊東市／伊東観光協会／（財）日本さくらの会／静岡新聞社／静岡放送／伊豆新聞社 

＜プログラム＞

オープニング　「伊東大田楽」　作・演出：尾村万之丞
祝辞：石川嘉延（静岡県知事）　※代理：渡邊 登（静岡県東部地域支援局長）、佃 弘巳（伊東市長）

主催者挨拶：立本成文（総合地球環境学研究所長）

特別講演　「伊豆のさくら」：佐野藤右衛門（日本さくらの会副会長・桜守）
パネルディスカッション「伊豆の、花と海。」

・コーディネーター：秋道智彌（総合地球環境学研究所副所長・教授）
・パネリスト：川勝平太 (静岡文化芸術大学 学長）、西垣 克（静岡県立大学 学長）、

 佐藤洋一郎（総合地球環境学研究所 教授）、湯本貴和（総合地球環境学研究所 教授）

5．研究プロジェクト発表会
すべての研究プロジェクトの進捗内容について、プロジェクトリーダーが発表を行い、地球研の研究教育職員のみ

ならず事務職員や外部の共同研究者の前で質疑応答を行う。3日にわたる研究発表会にはのべ 500人以上が参加する。

こうした全所的な取り組みと活発な意見交換は地球研における自己点検評価につながる重要な研究活動となってい

る。

日時：2007年 12月 12日、13日、14日

場所：コープイン京都

6．地球研セミナー
地球環境学の関わる最新の話題と研究動向を共有し、新たな研究の指針を得るために国内および海外の研究者を講

師として招へいし、地球研における研究活動と有機的な連携を実現するためにおこなうのが地球研セミナーである。

本セミナーは年間数回程度の頻度で開催し、多面的な研究課題を扱うものであり、比較的完成度の高いテーマの紹介

と議論に焦点を当てたものである。

第 27回　2007年 5月 23日

「植生システムの社会生態ダイナミックス：マクロ理論とローカルな知見の不整合」

Tom P. Evans （インディアナ大学地理学部准教授、インディアナ大学・制度・人口・環境変動研究センター副所長）
Jacqui Bauer（インディアナ大学・政治理論と政策分析ワークショップ 副代表）

第 28回　2007年 6月 6日

「人間／動物　混成コミュニティー・パラダイム」と途上国における野生動物相の将来」

 Dominique LESTEL（哲学者、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所客員教授、エコール・ノルマル・シュ
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ペリユール・ド・パリ准教授、フランス国立自然史博物館准 教授）

第 29回　2007年 6月 25日

「サステイナビリティ学連携研究機構が目指すもの」

住　明正（東京大学サステイナビリティ学連携研究機構　地球持続戦略研究イニシアティブ統括ディレクター・教授） 

第 30回　2007年 7月 26日
The Ecohydrology of Australia, from continental to site-specifi c observations.

Derek Eamus (University of Technology, Sydney, Professor,Environmental Sciences, Associate Dean of Research)

第 31回　2008年 3月 24日
25 Years’ Experience of Research and Education at Faculty of Environment, Swiss Federal Institute of Technology 

(ETH)- How does an inter-disciplinary work?

Atsumu Ohumura（Professor, Swiss Federal Institute of Technology, Switzerland）

7．談話会セミナー
総合地球環境学研究所所員および客員教授、非常勤講師、外来研究員などの地球環境学に関連した個別のテーマに

ついて自由に発表を行い、研究者相互の理解と総合交流を図ることを目的としている。地球研における多様な研究分

野と方法について地球研セミナーともに、日常的な研究交流の場として重要な機能をもつものであり、ほぼ隔週の頻

度で談話会セミナーを実施している。

第 107回 2007年 5月 15日 大西健夫（プロジェクト上級研究員）

「たかがシミュレーションされどシミュレーション」

第 108回 2007年 5月 29日 半藤逸樹（プロジェクト研究員）

「恋もエル・ニーニョも相互作用環：循環が支配する地球環境問題」
第 109回 2007月 6月 12日 斎藤暖生（プロジェクト研究員）

「「山菜 ･きのこ採り」から見る資源利用の合理性」

第 110回 2007年 6月 26日 松川太一（プロジェクト研究員）

「ケイパビリティとしての未来可能性」

第 111回 2007年 7月 3日 宮嵜英寿（プロジェクト研究員）

「多様な生業形態の民族が交錯するサヘル」

第 112回 2007年 7月 17日 承　　志（プロジェクト上級研究員）

「大清国時代の古文書が語る歴史―雨雪量の報告を中心に」

第 113回 2007年 9月 7日 縄田浩志（鳥取大学乾燥地研究センター）

「アラブ社会における複雑ネットワークの解明に向けて」

第 114回 2007年 9月 18日 梅沢有（プロジェクト上級研究員）

「窒素循環とはなんぞや～地球研で取り組む窒素循環研究～」

第 115回 2007年 9月 20日 佐藤雅志（東北大学大学院生命科学研究科）

「伝統的農業の検証に基づく未来型農業の提言」

第 116回 2007年 9月 26日 北澤大輔（東京大学生産技術研究所）

「カスピ海の環境問題と広域環境保全」

第 117回 2007年 10月 2日 山中裕樹（プロジェクト研究員）

「魚からみた水辺環境－わずかな水位変化が支える琵琶湖の魚類 －」

第 118回 2007年 10月 16日 Karen Ann Jago-on（プロジェクト研究推進支援員）
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Urban development and subsurface environmental changes in Asiancities:Review of issues and responses

第 119回 2007年 11月 21日 鞍田　崇（プロジェクト研究員）

「ライフスタイルとしての民藝―生活の別なる“かたち”を求めて」

第 120回 2008年 1月 15日 川本温子（プロジェクト研究員）

「“はかる”－雨量観測から冬季雷の発雷予測へ」

第 120回 2008年 1月 29日 Thamana Lekprichakul（プロジェクト上級研究員）

Resilience and Effi ciency: Can They Co-Exist?: A Case of Cost Effi ciency Analysis of 89 Public Provincial 

Hospitals in Thailand

第 121回 2008年 2月 13日 高島久洋（プロジェクト上級研究員）

「熱帯中部太平洋キリバス共和国、クリスマス島での大気 (オゾン・水蒸気 ) 観測」

第 122回 2008年 2月 27日 児玉香菜子（中国環境問題研究拠点研究員）

「黒河下流域エチナ旗の自然環境の変化―モンゴル牧畜民の認識から―」

第 123回 2008年 3月 4日 細谷　葵（プロジェクト研究員）

「貯蔵する文化の民族考古学－バリ島コメ倉とパプアニューギニアのヤムハウス」

第 124回 2008年 3月 26日 大西正幸（プロジェクト上級研究員）

「言語の多様性を地図で見せる－琉球語やんばる（沖縄北部）方言の言語地図をめぐって」

8．出版活動

8-1　地球研叢書
地球研の出版や成果の意味を学問的に分かりやすく紹介する出版物。2007年度においは、福嶌義宏著『黄河断流

－中国巨大河川をめぐる水と環境問題』、湯本貴和編『食卓から地球環境が見える』、総合地球環境学研究所編『地球

の処方箋－環境問題の根源に迫る』、渡邊紹裕編『地球温暖化と農業－地域の食料生産はどうなるのか？－』の 4冊

を刊行した。概要は次の通り。

『黄河断流－中国巨大河川をめぐる水と環境問題』（福嶌義宏　著）

第Ⅰ部 黄河に何が起こったか？

 問題の発端／黄河をめぐる歴史／黄河流域はどんなところか／黄河領域の気候とその変動／黄河の開発と

保全／黄河の大型灌漑農地

第Ⅱ部 黄河断流はどのように起こったのか？

 食糧生産拠点としての黄河流域／黄河の長期流量変化の解析モデル／黄河の長期流量変化のモデルによる

再現

第Ⅲ部 「黄河断流」からみた地球環境問題

 乾燥地の灌漑農業／黄河の治水／環境問題としての黄河／農業と農民生活の持続性

終　章 「黄河断流」の意味するもの

『食卓から地球環境が見える』（湯本貴和　編）

第１章 人間にとってのおいしさ（伏木　亨）

第２章 日本列島に住む人々は何を食べてきたか（湯本貴和・米田　穣）
第３章 日本の食卓はいま（佐藤洋一郎）

第４章 「食」の現状──人類史上の位置（秋道智彌）

第５章 農業・漁業の持続可能性を問う（嘉田良平）



160

『地球の処方箋－環境問題の根源に迫る』（総合地球環境学研究所　編）

第Ⅰ部 環境史・文明
古代インダス文明に学ぶ／遊牧民社会が生んだ「移動」の知恵／高地の暮らしから近代文明を見直す／アジア内陸

半乾燥地の歴史が示唆すること／平安京に西洋人がいた？／世界遺産と生きる／鴨川と黄河の過去と現在／黄河治水

の歴史と思想／人間に吸い取られた川と湖／宅地の撤退と森林の回復／近代文明が形成した景観と環境

第Ⅱ部 食・資源
人が増えればキノコは変わる／東南アジアのモチ食い文化／食料生産の歴史と遺伝的多様性／東南アジアと日本の

水田漁撈／八重山の海が泣いている／琵琶湖の農業濁水と地域社会／身近な自然資源を見直そう／「見通し」と「見

試し」で環境を整える／トップダウン？　ボトムアップ？／黄土高原の半乾燥気候と天水農業／サケの保護と地方分

権／弱者の視点で「回復力」を考える

第Ⅲ部 多様性

生物多様性の効用／微生物とのつきあい方／海の生態系を乱す地下水汚染／西表島の自然と文化を守るには／田ん

ぼの水とイリオモテヤマネコ／祇園祭とカエルの消滅／先住民が形づくるモザイク景観の森／キノコから文化を考え

る／ボルネオの多様な生物の森が育む社会／みんなの意見はなぜ大切なのか／風景は一人ひとりの「環境の物語」／

「すみわけ」は鴨川で生まれた

第Ⅳ部 循環

地球規模の物質循環を追跡する／廃鉱山の枯れ葉に学ぶ／エアロゾルと雲と雨／桶屋が儲かれば風が吹く？／地球

温暖化問題の虚と実／水危機は対岸の火事？／水銀行──渇水への「ソフト」な対策／河川の環境について「話しあ

う場」／黄河の水のゆくえを考える／白い大地が語るもの／海を豊かにする湿地の鉄／風と水で結ばれた巨大魚付林

／地下水位の変化が教えていること／アジア全域の降水量データを整備／地球環境問題を解く演繹法と帰納法

『地球温暖化と農業－地域の食料生産はどうなるのか？－』（渡邊紹裕　編）

はじめに（立本成文）

序　章　 地球温暖化で農業はどうなるのか（渡邉紹裕）

第１章　 地球温暖化で地域の気候はどうなるのか（木村富士男）

第２章　 地球温暖化で水循環はどうなるのか（長野宇規）

第３章　 地球温暖化で作物の生育はどうなるのか──コメとムギ（中川博視）

第４章　 地球温暖化で穀物の需給はどうなるのか（辻井　博）

第５章　 地球温暖化と農業のこれから（渡邉紹裕）

8-2 地球研ニュース：『Humanity & Nature Newsletter』
地球研とは何か、どのような活動を行っているかなどの最新情報を、研究者コミュニティーや社会に向けて発信す

るもので、A4版でオール・カラーの読みやすい内容となっている。2007年度は No.7～ No.12を発行した。

9．プレス懇談会
総合地球環境学研究所の研究を社会に広く還元するための広報活動として、定期的にプレス懇談会を実施している。

地球研の主宰するシンポジウム、研究活動、出版、特筆すべき話題などに関する情報を積極的に提供し、社会との連

携に努めている。

ねお、2007年度においては、以下のとおり 2007年 5月 9日と 2008年 3月 11日の 2回開催した。

2007年 5月 9日

話題 1 新所長からのあいさつ

話題 2 中国における調査研究グループに対する行政処罰事件について
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話題 3 今年度から新たに始まった本研究（ＦＲ）、予備研究（ＦＳ）について

話題 4 地球研フォーラムについて

話題 5 第２回国際シンポジウムについて

話題 6 出版物について

話題 7 その他

2008年 3月 11日

話題 1 所長挨拶

話題 2 研究推進戦略センターの設置について

話題 3 本年度終了する３つの研究プロジェクトについて

話題 4 次年度新たに始まる研究プロジェクトについて

話題 5 イベント等の紹介について

話題 6 出版物について

話題 7 その他
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「湿潤アジアにおける『人と水』の統合的研究」
研究代表者：秋道智彌

本研究は、人間文化研究機構（以下、機構と称する）の連携研究「ユーラシアにおける人の交流」のなかで「人と

水」をテーマとし、水の恩恵と災禍を歴史的に経験してきたモンスーン気候下の湿潤アジア地域をとりあげる。この

なかで、人類諸集団と水との関わりから生み出されてきた多様な歴史・民族・民俗・生態・思想についての統合的な
研究を実施し、日本を含むユーラシア世界における「人と水」の関わりについての人類史的意義を明らかにすること

を大きな目的とする。

本研究の主な構成員は、機構内の総合地球環境学研究所、国立民族学博物館、国立歴史民俗博物館、国際日本文化

研究センター、国文学研究資料館の教員のほか、全国の国公私立大学の教員が共同研究者として参加している。

1．共同研究会

第 1回　2007年 5月 26日（土）　国文学研究資料館（東京都品川区）

・19年度　機構外・連携研究員の紹介
・「水のオントロジ ―和漢古典学のオントロジの検証のために―」相田　満（国文学研究資料館）

・「おいしい水と人の環境トレーサビリティー診断」中野孝教（総合地球環境学研究所）
・「エココモンズとしての水田－水田魚類は誰のものか－（中間報告）」安室　知（国立歴史民俗博物館）
・「多民族の住む谷間の民族誌－生業と市からみた環境利用と市場メカニズムの生起－」
 西谷　大（国立歴史民俗博物館）

・「東アジアの大都市における井戸利用」谷口智雅（立正大学）
・18年度 研究報告　田口理恵（東海大学）、井田太郎（国文学研究資料館）

・「論集に向けての編集委員会の立ち上げについて」
・今後の予定・第 2回研究会について

第 2回　2007年 7月 21日（土）　総合地球環境学研究所

・「東京の生活用水水源の変化と地下水利用」谷口智雅（立正大学）
・「ガンジス河中流域における人と水－ラウテとラジの暮らしから－」池谷和信（国立民族学博物館）
・「オントロジから『水』を読むために」相田　満（国文学研究資館）
・「東南アジア大陸部に見られる洪水神話の研究動向」西本　太（総合地球環境学研究所）
・「鳥海山の湧水と岩ガキ漁」秋道智彌（総合地球環境学研究所）
・「北タイのアカにおける『聖なる水』をめぐる動向」清水郁郎（大同工業大学）
・第３回研究会についての詳細　中野孝教（総合地球環境学研究所）

第 3回　2007年 10月 13日（土）～ 14日（日）　西条市総合福祉センター（愛媛県西条市）

・「伊予西条の水質と地質」中野孝教（総合地球環境学研究所）
・「都市の地下水問題 -漏水のはなし -」遠藤崇浩（総合地球環境学研究所）

・「時空間解析ツール群の紹介 - T2Map他について」関野　樹（総合地球学研究所）

・今後の予定説明　中野孝教（総合地球環境学研究所）
・「西条の人と水と歴史」佐々木和（西条市生活環境部副部長）
・「水資源争奪と地下水」谷口真人（総合地球環境学研究所）
・「『過剰』に水のあるところで人々はどのように生活しているのか：スマトラ泥炭湿地」
 阿部健一（京都大学地域研究統合情報センター）

連携研究
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2．シンポジウム

①「湧水とくらし」研究会　2008年 3月 19日（水）　総合地球環境学研究所

・「遊佐町の湧水と岩ガキ漁」秋道智彌（総合地球環境学研究所）
・「鳥海山地域における共有資源」遠藤崇浩（総合地球環境学研究所）
・「鳥海山麓沿岸における海底地下水湧出と牡蠣」谷口真人（総合地球環境学研究所）
・「湧水と石と生物」中野孝教（総合地球環境学研究所）
・「湧水と地域社会」菅原善子（遊佐町地域生活課）
・「大槌の水、今昔物語」佐々木　健（大槌町教育委員会事務局　大槌町立図書館、副主幹兼図書係長）

② プレシンポジウム「水と文明」研究会 2008年 3月 26日（水）　総合地球環境学研究所

・自己紹介、趣旨説明　秋道智彌（総合地球環境学研究所）
・「タイの文明と水―運河と地下水と人とのかかわり―」谷口真人（総合地球環境学研究所）
・「水とインダス文明」長田俊樹（総合地球環境学研究所）
・「水と古代エジプト文明」高宮いづみ（近畿大学文芸学部国際人文科学研究所准教授）
・「水とマヤ・アステカ文明」八杉佳穂（国立民族学博物館）
・総合討論

3．出版物

【研究連絡誌】

・2007年 9月 『人と水』 第 3号　特集：水と生業（水田の多面的生業利用）昭和堂

   佐藤洋一郎・西谷　大・秋道智彌・安室　知・梅崎昌裕・大場信義・井田太郎・山口健介・
   佐野静代・清水郁郎
・2008年 3月 『人と水』 第 4号　特集：水と地球環境（水の量と質から探る）昭和堂

   谷口真人・竹内　望・辻村真貴・増田富士雄・黒澤正紀・中野孝教・山田佳裕・新見　治・
   大西秀之・遠藤崇浩・渡邉紹裕
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あ 秋道　智彌 あきみち　ともや 副所長・教授
い 井桁　明丈 いげた　あきたけ 外来研究員

市川　昌広 いちかわ　まさひろ 准教授

井上　隆史 いのうえ　たかし 客員教授

う WEBER, Steven A. うぇーばー　すてぃーぶん 招へい外国人研究員

上杉　彰紀 うえすぎ　あきのり プロジェクト研究員

内井　喜美子 うちい　きみこ プロジェクト研究員

内山　純蔵 うちやま　じゅんぞう 准教授

梅澤　　有 うめざわ　ゆう プロジェクト上級研究員

梅津　千恵子 うめつ　ちえこ 准教授

え 遠藤　崇浩 えんどう　たかひろ 助教

お 大石　太郎 おおいし　たろう プロジェクト研究員

大西　暁生 おおにし　あきお プロジェクト上級研究員

大西　健夫 おおにし　たけお プロジェクト上級研究員

大西　秀之 おおにし　ひでゆき プロジェクト上級研究員

大西　正幸 おおにし　まさゆき プロジェクト上級研究員

奥宮　清人 おくみや　きよひと 准教授

長田　俊樹 おさだ　としき 教授

か 勝山　正則 かつやま　まさのり プロジェクト上級研究員

加藤　雄三 かとう　ゆうぞう 助教

川端　善一郎 かわばた　ぜんいちろう 教授

川本　温子 かわもと　はるこ プロジェクト研究員

き 木下　鉄矢 きのした　てつや 教授

木村　栄美 きむら　えみ プロジェクト研究推進支援員

木本　行俊 きもと　ゆきとし プロジェクト上級研究員

く 窪田　順平 くぼた　じゅんぺい 准教授

こ 神松　幸弘 こうまつ　ゆきひろ 助教

小林　　豊 こばやし　ゆたか プロジェクト研究員

さ 蔡　　国喜 さい　ぐおし プロジェクト研究員

斎藤　清明 さいとう　きよあき 教授

斎藤　暖生 さいとう　はるお プロジェクト研究員

佐伯　田鶴 さえき　たづ 助教

佐々木　尚子 ささき　なおこ プロジェクト研究員

佐竹　晋輔 さたけ　しんすけ 外来研究員

佐藤　雅志 さとう　ただし 客員准教授

佐藤　洋一郎 さとう　よういちろう 教授

佐藤　嘉展 さとう　よしのぶ プロジェクト上級研究員

し SHAMOV V. Vladimir しゃーもふ　うらじみーる 招へい外国人研究員

承志（Kicengge） しょうし プロジェクト上級研究員

白岩　孝行 しらいわ　たかゆき 准教授

SIRINGAN, Fernando Pascual しりんがん　ふぇるなんど　ぱすかる 招へい外国人研究員

鄭　　紅星 じぇん　ほんしん 招へい外国人研究員

鄭　　躍軍 じぇん　ゆえじゅん 准教授

す 鈴木　　新 すずき　あらた プロジェクト研究員

個人業績紹介
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せ 瀬尾　明弘 せお　あきひろ プロジェクト研究員

関野　　樹 せきの　たつき 准教授

ZEBALLOS VELARDE, Carlos  Renzo ぜばろす　べらるで　かるろす　れんぞ プロジェクト研究員

た 拓　　万全 た　わんちゅあん 外来研究員

高島　久洋 たかしま　ひさひろ プロジェクト上級研究員

高相　徳志郎 たかそう　とくしろう 教授

高橋　厚裕 たかはし　あつひろ プロジェクト上級研究員

立本　成文 たちもと　なりふみ 所長

田中　克典 たなか　かつのり プロジェクト研究員

田中　拓弥 たなか　たくや 外来研究員

谷口　真人 たにぐち　まこと 准教授

丹野　研一 たんの　けんいち プロジェクト上級研究員

ち 陳　　建耀 ちぇん　じゃんやお 招へい外国人研究員

つ 辻野　　亮 つじの　りょう プロジェクト研究員

て 寺島　元基 てらしま　もとき 非常勤研究員

寺村　裕文 てらむら　ひろふみ プロジェクト研究員

な 内藤　大輔 ないとう　だいすけ プロジェクト研究員

中野　孝教 なかの　たかのり 教授

中尾　正義 なかを　まさよし 教授

長谷　千代子 ながたに　ちよこ プロジェクト研究員

奈良間　千之 ならま　ちゆき プロジェクト研究員

縄田　浩志 なわた　ひろし 准教授

に 西本　　太 にしもと　ふとし 非常勤研究員

の 野村　尚史 のむら　なおふみ プロジェクト研究員

は 郝　　愛民 はお　あいみん 外来研究員

橋村　　修 はしむら　おさむ プロジェクト研究員

畑田　　彩 はただ　あや プロジェクト上級研究員

早坂　忠裕 はやさか　ただひろ 教授

林　　直樹 はやし　なおき プロジェクト研究員

BAUSCH, Ilona Renate ばうし　いろーな　れなーて 招へい外国人研究員

ひ 兵藤　不二夫 ひょうどう　ふじお プロジェクト研究員

ふ HUANG, Shaopeng ふあん　しゃおぴん 招へい外国人研究員

福嶌　義宏 ふくしま　よしひろ 教授

福永　健二 ふくなが　けんじ プロジェクト上級研究員

藤原　洋一 ふじわら　よういち 外来研究員

FLINT, Stuart Lawrence ふりんと　すちゅあーと　ろーれんす 招へい外国人研究員

へ BELUSHKIN, Mikhail Yur`evich べるしきん　みはえる　ゆりびっち 招へい外国人研究員

ほ 細野　高啓 ほその　たかひろ 外来研究員

細谷　　葵 ほそや　あおい プロジェクト研究員

本庄　三恵 ほんじょう　みえ プロジェクト研究員

BORRE, Caloline ぼれー　かろりん プロジェクト研究員

ま MALLAH, Qasid Hussain まっら　かしっど　ふせいん 招へい外国人研究員

松川　太一 まつかわ　たいち プロジェクト研究員

み MISHINA, Natalya みしな　なたーりゃ 招へい外国人研究員
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源　　利文 みなもと　としふみ プロジェクト上級研究員

宮嵜　英寿 みやざき　ひでとし プロジェクト研究員

三好　猛雄 みよし　たかお 外来研究員

む 村上　由美子 むらかみ　ゆみこ プロジェクト研究員

も 門司　和彦 もじ　かずひこ 教授

桃木　暁子 ももき　あきこ 准教授

森　　若葉 もり　わかは プロジェクト上級研究員

や 谷田貝　亜紀代 やたがい　あきよ 助教

谷内　茂雄 やち　しげお 准教授

山下　　聡 やました　さとし プロジェクト上級研究員

山中　裕樹 やまなか　ひろき プロジェクト研究員

山村　則男 やまむら　のりお 教授

ゆ 湯本　貴和 ゆもと　たかかず 教授

よ 吉村　充則 よしむら　みつのり 准教授

り LINDSTROM, Kati りんどすとろむ　かてぃ プロジェクト研究員

れ LEKUPRICHAKUL,  Thamana れくぷりちゃくる　たまな プロジェクト上級研究員

わ 渡邉　紹裕 わたなべ　つぎひろ 教授

渡邊　三津子 わたなべ　みつこ プロジェクト研究員

王　宗明 わん　ぞんみん 招へい外国人研究員

※職名は 2008年 3月 31日現在

　（但し、2007年度途中で退職等された者については、退職等時の職名）
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付
録

1
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者
の
構
成
（
所
属
機
関
）

単
位
：
人
（
の
べ
人
数
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

番
号

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

総
数

総
合
地
球
環

境
学
研
究
所

大
学

大
学
共
同
利

用
機
関

公
的
機
関

民
間
機
関
等

Ｐ
Ｄ

大
学
院
生

そ
の
他

海
外
研
究
者

国
立

公
立

私
立

1-
2F

R
近
年
の
黄
河
の
急
激
な
水
循
環
変
化
と
そ
の
意
味
す
る
も
の

59
8

24
0

0
0

2
0

9
0

16

1-
3F

R
社
会
・
生
態
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
と
レ
ジ
リ
ア
ン
ス

31
6

9
0

1
0

2
0

4
2

7

2-
2F

R
持
続
的
森
林
利
用
オ
プ
シ
ョ
ン
の
評
価
と
将
来
像

14
7

4
30

1
11

0
28

0
60

6
7

2-
3F

R
北
東
ア
ジ
ア
の
人
間
活
動
が
北
太
平
洋
の
生
物
生
産
に
与
え
る
影
響
評
価

10
0

7
39

1
4

1
1

0
17

3
27

2-
4F

R
都
市
の
地
下
環
境
に
残
る
人
間
活
動
の
影
響

77
6

28
2

7
0

6
0

15
1

12

2-
5F

R
農
業
が
環
境
を
破
壊
す
る
と
き
－
ユ
ー
ラ
シ
ア
農
耕
史
と
環
境

85
11

25
4

9
6

6
3

1
10

10

2-
7F

S
東
ア
ジ
ア
の
人
間
活
動
が
大
気
環
境
に
与
え
る
影
響
の
解
明
と
環
境
協
調
可

能
性
の
探
究

12
3

2
0

4
1

2
0

0
0

0

2-
8P

R
熱
帯
ア
ジ
ア
に
お
け
る
環
境
変
化
と
感
染
症

25
1

6
0

1
0

0
0

2
2

13

2-
9F

S
伝
統
的
農
法
に
も
と
づ
く
未
来
型
農
業
の
提
言

22
2

12
2

0
0

1
0

0
3

2

2-
10

FS
移
動
と
滞
留
、
そ
し
て
、
都
市
へ
の
未
来
可
能
性

10
1

6
0

0
0

1
1

0
0

1

2-
11

FS
「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
し
て
の
子
ど
も
の
未
来
可
能
性
－
ア
ジ
ア
の
環
境

問
題
と
子
ど
も

8
1

5
0

0
0

0
0

0
0

2

3-
2F

R
亜
熱
帯
島
嶼
に
お
け
る
自
然
環
境
と
人
間
社
会
シ
ス
テ
ム
の
相
互
作
用

43
8

18
3

4
0

1
2

5
0

2

3-
3F

R
環
境
変
化
と
イ
ン
ダ
ス
文
明

50
9

26
1

4
1

0
0

0
0

9

3-
4P

R
人
の
生
病
老
死
と
高
所
環
境
－

3
大
「
高
地
文
明
」
に
お
け
る
医
学
生
理
・

生
態
・
文
化
的
適
応

34
4

18
2

3
1

1
0

1
2

2

3-
5P

R
人
間
活
動
下
の
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
崩
壊
と
再
生

52
7

20
0

6
3

5
2

9
0

0

3-
6F

S
ア
ラ
ブ
社
会
に
お
け
る
サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス
生
態
系
の
研
究
－
生
活
基
盤
回
復

の
た
め
に

45
3

8
1

11
0

1
3

4
6

8

3-
7F

S
カ
ス
ピ
海
に
お
け
る
産
業
活
動
の
生
態
系
へ
の
影
響
解
明
と
広
域
環
境
保
全

シ
ス
テ
ム
の
研
究

9
0

4
0

0
0

0
0

0
1

4

4-
2F

R
ア
ジ
ア
・
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
に
お
け
る
地
域
生
態
史
の
統
合
的
研
究
：

19
45
－

20
05

12
1

9
43

2
24

6
4

0
21

5
7

4-
4F

R
東
ア
ジ
ア
内
海
の
新
石
器
化
と
現
代
化
：
景
観
の
形
成
史

52
7

11
3

9
5

0
0

1
7

9

4-
5F

R
民
族
／
国
家
の
交
錯
と
生
業
変
化
を
軸
と
し
た
環
境
史
の
解
明
－
中
央
ユ
ー

ラ
シ
ア
半
乾
燥
域
の
変
遷

83
8

27
4

15
5

1
2

20
1

0

5-
2F

R
流
域
環
境
の
質
と
環
境
意
識
の
関
係
解
明
－
土
地
・
水
資
源
利
用
に
伴
う
環

境
変
化
を
契
機
と
し
て

35
8

15
1

3
0

0
2

0
6

0

5-
3F

R
日
本
列
島
に
お
け
る
人
間
－
自
然
相
互
関
係
の
歴
史
的
・
文
化
的
検
討

12
9

6
34

11
27

3
7

1
22

18
0

5-
4F

R
病
原
生
物
と
人
間
の
相
互
作
用
環

34
10

11
0

2
0

2
0

4
2

3

FS
温
暖
化
す
る
シ
ベ
リ
ア
の
自
然
と
人
－
水
環
境
を
は
じ
め
と
す
る
陸
域
生
態

系
変
化
へ
の
社
会
の
適
応

30
1

20
0

0
0

4
1

2
2

0

総
　
　
計

12
93

13
0

44
1

38
14

5
32

75
17

19
7

77
14

1

20
08
年

3
月

31
日
現
在



付録 2
研究プロジェクトの参加者の構成（研究分野）

単位：人（のべ人数）
プロジェクト
番号

プ　ロ　ジ　ェ　ク　ト　名
分　　野

専門分野
自然系 人社系 複合系 総数

1-2FR 近年の黄河の急激な水循環変化とその意味するもの 31 5 23 59
（自然系）気象学、水文学、海洋科学、地域計画学、水土保全学、寒冷圏水文学、水文地理学、海洋物理学、海洋生物学、水文地質学、気候学、海洋物質循環学、衛星情報学、地質学、水文気象学、森林水文学、環境地質学、地下水利用学、水循環論
（人社系）水資源学、地域計量ﾓﾃﾞﾙ開発、社会経済学、開発経済論、中国史、中国哲学
（複合系）地域保全学、水理学、地域計画学、地理学、地下水利用学、水資源学、海洋環境学、農業生態学、農業水文学、環境社会学、生態水文学

1-3FR 社会・生態システムの脆弱性とレジリアンス 14 12 5 31
（自然系）作物学、農業気象学、土壌学、境界農学、土壌資源学、雑草学、森林生態、リモートセンシング、大気物理学、気象学、数理生態学
（人社系）農業経済学、社会学、経済学、開発経済学、開発学、人文地理、文化人類学、アフリカ地域研究、環境資源経済学
（複合系）数理モデル、環境地理学、人類生態学、地理情報学、医療経済学

2-2FR 持続的森林利用オプションの評価と将来像 115 26 6 147
（自然系）森林管理学、森林生物学、動物生態学、森林生態学、数理生態学、植物生態学、昆虫生態学、昆虫病理学、昆虫分類学、植物生理学、植物分類学、植物系統学、菌類生態学、森林昆虫学、森林水文学
（人社系）環境社会学、政治学、人類学、昆虫生態学、昆虫分類学、森林管理学、農業経済学、環境経済学、地域研究、林業経済学
（複合系）林政学、林業経済学、環境情報学、造園学

2-3FR 北東アジアの人間活動が北太平洋の生物生産に与える影
響評価

72 12 16 100

（自然系）古環境復元、海洋物理学、海洋化学、生物地球化学、気象学、海洋工学、海洋生物学、環境化学、植物生態学、森林水文学、森林生態学、造林学、水文学、数値モデリング、雪氷化学、雪氷水文学、雪氷生物学、雪氷物理学、大気化学、地球化学、地球環境科学、地球環境分析化学、地質学、
土壌科学、土壌生態学、土壌地球化学、氷河気候学、プランクトン学、分析化学、界面コロイド科学、火山学、地震学、古海洋学、有機地球化学、古生態学、森林科学、水資源工学
（人社系）経済地理学、人文地理学、経済学、政治学、農業経済学、考古学、国際法
（複合系）GISモデリング、地理学、海洋動物資源学、生態系管理、リモートセンシング

2-4FR 都市の地下環境に残る人間活動の影響 35 24 18 77
（自然系）地球化学、地質学、地下水学、水文学、同位体水文学、環境解析学、火山学、測地工学、衛星測地学、海洋学、地震学、地球システム学、気象学、陸水物理学、地球熱学
（人社系）地下環境学、環境政策学、水資源学、人口学、社会開発学、社会経済学、都市社会地理学、地理学、環境保全学、都市計画学、環境経済学、環境工学、マテリアルストック解析、都市環境学、GIS、歴史地理学、文化地理学、都市研究、政治学
（複合系）地下環境学、地下水学、地下熱学、環境動態学、地域環境学、住空間環境学、水文地形学、環境保全学、微量金属分析、地理学、地球環境学、生物地球化学

2-5FR 農業が環境を破壊するとき－ユーラシア農耕史と環境 41 34 10 85

（自然系）育種学、遺伝学、遺伝資源学、遺伝進化学、遺伝生態学、応用動物遺伝学、花粉学、考古植物学、古環境学、栽培植物起源学、作物育種学、作物学、雑草生態学 、植物遺伝学、植物遺伝資源学、植物学、植物細胞遺伝学、植物細胞学、植物生態学、植物分子遺伝学、人類学、雪氷生物学、
地球化学、同位体生物地球科学、農学、分子遺伝学、民族植物学
（人社系）考古学、言語学、中国古代史、楼蘭史、人文地理学、日本考古学、地理学、アッシリア学、美術史、近世農村史、東洋史学、民俗学、地域計画学、中山間地域経営学、文化人類学、自然学、植物考古学、民族学
（複合系）縄文考古学、狩猟採集民考古学、歴史生態学、考古学、考古植物学、民族学、地理学、環境考古学、民俗植物学、山岳人類学、人類学、植物学

2-7FS 東アジアの人間活動が大気環境に与える影響の解明と環
境協調可能性の探究

1 2 9 12

（自然系）大気物理学
（人社系）応用倫理学、社会人口学
（複合系）医学統計学、環境政策学、森林環境学、環境経済学、計量文献学、数理心理学、生態人類学、環境統計学

2-8PR 熱帯アジアにおける環境変化と感染症 19 1 5 25
（自然系）生物人類学、マラリア学、公衆衛生学、微生物学、環境疫学、国際保健、環境微生物学、寄生虫学、熱帯環境保健学、感染症疫学、森林生態学、感染症学、気象変動と疾病、昆虫生態学、熱帯医学、疫学、人口学、医昆虫学
（人社系）医学社会学
（複合系）保健計画学、保健政策学、行動疫学、国際看護学、生物学、科学史、人類生態学、熱帯公衆衛生学

2-9FS 伝統的農法にもとづく未来型農業の提言 15 4 3 22
（自然系）植物遺伝学、自然計測学、熱帯生態学、植物栄養学、生態遺伝学、遺伝生態学、植物生理学、微生物生態学、生態学
（人社系）宗教社会学、経済学、考古学、社会学
（複合系）農学、土壌学、人類学

2-10FS 移動と滞留、そして、都市への未来可能性 2 5 3 10
（自然系）リモートセンシング、交通工学
（人社系）経営学、アジア経済史、宗教学、価値論、中国思想史
（複合系）華僑都市論、建築史、都市史、東洋都市史、建築史

2-11FS 「人間の安全保障」としての子どもの未来可能性－アジア
の環境問題と子ども

3 0 5 8
（自然系）人類生態学　生態人類学　栄養生態学　成長学
（人社系）なし
（複合系）アジア・オセアニア地域研究　　栄養適応論　 人間の安全保障　　子どもの参画　　地球環境学

3-2FR 亜熱帯島嶼における自然環境と人間社会システムの相互
作用

29 8 6 43
（自然系）海洋学（水質）、植物学、昆虫学、植物生態学、植物生理・生態学、植物分類学、植物形態学、植物地理学、森林水文学、森林生態学、水文地形学、地域環境学、地球物理学、同位体生物地球科学、動物行動学、動物生態学、分析化学
（人社系）陶芸学、陶磁器技法論、歴史学、国際経済学、島嶼経済学、社会経済史、環境経済学、経済学、環境社会学、環境情報学
（複合系）環境デザイン学、染織技術論、森林資源学、陸水学、植物形態学、動物行動学

3-3FR 環境変化とインダス文明 20 23 7 50
（自然系）考古学、農学、地球物理学、地学、地質学、遺伝学、雪氷生物学、地形学、土木工学、気候変動学、地震学、水文学、年代測定学、自然地理学、変形地形学、資源環境地質学、生態学
（人社系）考古学、インド学、言語学、文化人類学、西アジア史、経済学、
（複合系）DNA考古学、動物考古学、植物考古学、民族学、考古学、植物遺伝資源学

3-4PR 人の生病老死と高所環境－ 3大「高地文明」における医
学生理・生態・文化的適応 14 9 11 34

（自然系）文化人類学、自然地理学、畜産学、フィールド医学、老年医学、老年病学、疫学、森林資源学、草地学、循環器内科、時間医学、自然学、気象、気候学、雪氷学
（人社系）人類学、牧畜生態学、在地農業、民族植物学、生態学、自然地理学、森林生態学、人文地理学、地域研究、水資源生態学
（複合系）考古学、霊長類学、民族植物学、資源経済学、土壌学、農業経営学、草地学、農業経済学、環境歴史学、山岳人類学

3-5PR 人間活動下の生態系ネットワークの崩壊と再生 31 19 2 52
（自然系）生物地球化学、安定同位体生態学、環境生態学、昆虫学、昆虫生態学、獣医動物学、森林生態学、生物間相互作用、草原生態学、相互作用生態学、土壌学、リモートセンシング、理論生態学、林学
（人社系）農業経済学、民俗植物学、人類学、昆虫生態学、環境社会学、理論社会学、地理学、経済学、政治学、物理環境学、環境経済学、地域研究、地域開発学、社会学
（複合系）地球環境学

3-6FS アラブ社会におけるサブシステンス生態系の研究－生活
基盤回復のために

18 16 11 45
（自然系）菌類学、生化学、植物生理生態学、水文学、樹木生理学、都市計画学、森林生態学、土壌水文学、緑化学、自然地理学、樹木環境生理学、栄養生理学、情報工学、森林水文学、灌漑排水学
（人社系）歴史学、農業経済学、開発社会学、文化人類学、宗教人類学、社会学、開発学、考古学
（複合系）社会人類学、建築学、建築史学、環境地形学、リモートセンシング、造林学、地理学、畜産学、農村開発学、文化人類学

3-7FS カスピ海における産業活動の生態系への影響解明と広域
環境保全システムの研究

6 0 3 9
（自然系）環境化学、海洋生態系工学、海洋環境工学、地球物理学
（人社系）なし
（複合系）環境計画

4-2FR アジア・熱帯モンスーン地域における地域生態史の統合
的研究：1945–2005

37 33 51 121

（自然系）遺伝学、栄養生態学、環境科学、自然人類学、植物栄養学、森林生態学、生態学、藻類学、魚類生態学、多様性保全学、熱帯医学、熱帯土壌学、熱帯農学、農学、母子保健学、民族土壌学、老年医学、外科学、公衆衛生学
（人社系）近現代生活史、考古学、博物館学、社会学、人口学、人類学、東洋史学、農村社会学、文化人類学、民族学、民俗学、民具学、歴史学、歴史人類学、歴史地理学
（複合系）医学、医療人類学、栄養疫学、栄養学、学校保健学、環境社会学、保全生態学、健康教育学、建築人類学、栽培植物学、情報文化論、植物遺伝資源、森林学、森林政策・森林社会学、森林生態学、森林利用学、人類生態学、熱帯公衆衛生学、熱帯資源論、農業生態学、自然資源管理、保健学、
保全作物学、民族技術論、民族植物学、林学、生態人類学、農山村地理学

4-4FR 東アジア内海の新石器化と現代化：景観の形成史 7 40 5 52
（自然系）地理学、古民族植物学、社会工学、魚類学、微古生物学、農業工学、景観工学
（人社系）景観考古学、景観史学、交易史、考古学、社会言語学、情報電子工学、食生活学、政治学、歴史学、先史人類学、中国考古学、中国民俗学、中世史学、朝鮮考古学、動物行動学、日欧考古学、日本考古学、日本史学、文化人類学、民俗学、民族学、歴史地理
（複合系）言語情報学、情報文化論、先史人類学、生態人類学、植物考古学

4-5FR 民族／国家の交錯と生業変化を軸とした環境史の解明－
中央ユーラシア半乾燥域の変遷

37 41 5 83

（自然系）アイスコア解析、灌漑計画、湖底堆積物解析、自然地理、土壌動態、農地計画、リモートセンシング解析、衛星解析、環境建築デザイン、気候変動解析、湖底堆積物解析、樹木年輪解析、植生、森林生態解析、森林・草原生態系、水同位体分析、水循環解析、水文モデリング、水文学、
雪氷コア生物解析、雪氷生物、代替媒体と歴史文献の統合研究、地下水動態、土壌動態、土壌有機物モデリング、氷河変動解析、灌漑地水収支、灌漑農業システム
（人社系）カザフ近現代史、カザフ政治史・民族史解析、移民、カザフ遊牧業調査、環境政治学、考古学、国際河川管理、西南アジア史、中央アジア開発史、東南アジア史、文化人類学、中国語文献解析、ペルシャ語文献解析、民族学、遊牧形態、漢文資料解析、漢文文献解読、考古調査、
国際河川問題解析、社会人類学、社会人類学調査、新疆史、新疆農業史、政治学、中央ユーラシア史、中国史、東洋史、農業経済、文化人類学、満州語文献解析、民族学、歴史学
（複合系）カザフ農業経済史、地域研究、地理調査、考古調査、カザフ民族調査

5-2FR 流域環境の質と環境意識の関係解明－土地・水資源利用
に伴う環境変化を契機として

21 9 5 35
（自然系）環境科学、環境工学、植物生態学、森林水文学、森林生態学、森林土壌学、生態学、生物地球化学、地球化学、水文学、陸水学
（人社系）社会心理学、環境社会学、環境経済学、経済学、農村計画学、社会学
（複合系）地域環境学、環境学、情報学、社会統計学

5-3FR 日本列島における人間－自然相互関係の歴史的・文化的
検討

67 55 7 129

（自然系）安定同位体生態学、火山地質学、火山灰編年学、環境デザイン学、考古学、古生態学、古生物学、生態学、自然史学、自然人類学、自然地理学、集団遺伝子学、植生史学、植物遺伝資源学、植物学、植物系統学、植物生態学、植物分類学、森林生態学、人類学、生態人類学、育種学、動物系統学、
動物生態学、年代測定学、繁殖生態学、古環境学、分子生態学、分子系統学、分子系統進化学、理論生態学、霊長類学、霊長類生態学
（人社系）環境経済学、環境歴史学、旧石器考古学、言語民族学、考古学、人文地理学、生態人類学、地理学、哲学、日本近代史、日本中世史、文化人類学、民俗学、民族学、霊長類学、歴史学、歴史経済学
（複合系）作物学、保全生物学、生態人類学、古環境学

5-4FR 病原生物と人間の相互作用環 25 3 6 34
（自然系）環境保全学、遺伝情報学、環境資源地質学、同位体地球科学、魚類生態学、植物育種学、植物生態学、水域生態学、生態学、動物生態学、ナノテクノロジー、農学、分子生態学、分子生物学、理学、環境毒性学、数理生態学、生態系生態学、微生物生態学
（人社系）環境経済学、経済学、食文化
（複合系）衛生学、生態学、保健学、医学

FS 温暖化するシベリアの自然と人－水環境をはじめとする
陸域生態系変化への社会の適応

20 7 3 30
（自然系）遠隔計測、海洋物理、陸水学、河川工学、水文学、気象学、気候学、植物生態学、森林気象、生態学、生態系モデル、生態水文学、大気モデル、地球科学、同位体水文学、動物行動学、土木工学、年輪年代学、保全生態学、水・エネルギー循環、林学
（人社系）文化人類学、記述言語学、土木工学、社会人類学、ロシア経済
（複合系）大気化学、気象学、生態水文学

総　　　　　　　　計 680 388 225 1293

2008年 3月 31日現在




